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滋賀県企業庁浄水課

滋賀県企業庁
の

水質管理体制
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滋賀県企業庁では、水道法に定められた水質基準52項目の検査を実施し、安
全・安心して使用できる水を県下の8市2町に供給しています。
浄水処理後の水道水については、これら52項目が基準を満たしていることを検
査で確認します。
水質基準52項目以外にも、水質管理目標として設定されている項目や、その他
留意した方が良いと考えられる項目について毎年度新たな「水質検査計画」を策
定し、これに基づいて定期的に検査を行っています。農薬類の一部やダイオキシ
ン類等、当庁で分析できない一部の項目・物質について、検査業務を外部に委託
しているものもあります。
これらの検査結果については、当庁のホームページにて随時公開しています。

1. 検査内容

水質検査には高性能な各種分析機器を導入・活用しています。右のページにあるのは、
それら機器の一部です。
水質基準52項目の検査では極めて微量な成分を分析するものも数多くあるので、そう
いった成分でも正確に検出できるような、高性能な分析機器が必要となります。

2. 主な検査設備

水質基準
（水道法第4条）

水質管理目標設定項目
（平成15年局長通知）

要検討項目
（平成15年審議会答申）

細菌、カドミウム、水銀、鉛、トリハロメタン等の人の健康に
影響を与える可能性のある、健康に関する項目（32項目）と、
鉄、ナトリウム、カルシウム、かび臭物質、色、濁り、味、臭
気など生活利用上の障害になりうる性状に関する項目（20

項目）があります。

評価値が暫定のものや、検出されることが少ないもの
の水道水を管理する上で注意しなければならない項
目です。健康に影響を与える可能性のある13項目と生
活上支障をきたす原因となりうる13項目があります。

毒性評価が定まらないものや、浄水中での存在量
が不明なものが含まれます。46の項目があり、情
報、知見が収集されている段階にあります。

最新の知見により常に見直し
（逐次改正方式）

出典：環境省

当庁で行っている水質検査で使用
している機器としては、ｐＨ計、誘導
結合プラズマ－質量分析計、液体ク
ロマトグラフ－質量分析計、ガスクロ
マトグラフ－質量分析計、非分散型
赤外線ガス分析計、色濁度計、紫外
可視分光光度計、イオンクロマトグラ
フ、還元気化水銀自動測定装置など
が挙げられます。
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安全で良質な水を安定して供給するため
水質管理に取り組んでいます



①pH計
（pH）

②誘導結合プラズマ－質量分析計
（鉄、アルミニウム等の金属）

③液体クロマトグラフ－質量分析計
（PFOS・PFOA、消毒副生成物等）

④ガスクロマトグラフ－質量分析計
（トリハロメタン、有機溶剤等）

⑤非分散型赤外線ガス分析計
（有機物）

⑥色濁度計
（色や濁り）

⑧還元気化水銀自動測定装置
（水銀）

⑦イオンクロマトグラフ
（亜硝酸イオン等の各種イオン）
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※（ ）内は測定対象



4. 水道GLP認定

当庁から送り出した水を安心してご利用いただくため、上水について、（公社）日本水道協会
より水道GLP（水道水質優良試験所規範）の認定を受けており、水質検査の精度、検査技術の
向上を図るとともに、安全で信頼性の高い水の供給に努めています。

3. 検査頻度（法律に基づく定期水質検査）
水道水の飲用により人の健康を害したり、飲用に際して支障を生じるものであっては
ならないという観点から水質基準が定められています。

滋賀県企業庁（水質）HP：
http://www.pref.shiga.lg.jp/kigyou/suishitsu/
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